
庫
は
交
流
運
動
の
事
務
局
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
こ
の
運
動
の

発
端
を
作
っ
た
画
家
渡
辺
晨
畝
は
終
始

一
貫
し
て
日
中
両
国
の
連
絡
役
を
つ
と

め
た
。
か
く
て
昭
和
四
年
―
―-
、
四
月
の
国
民
政
府
教
育
部
主
催
第

一
回
美
術
展

覧
会
に
は
中
国
側
の
要
請
に
応
じ
て
洋
画
を
出
品
す
る
こ
と
に
な
り
、
正
木
を

長
と
す
る
委
員
会
（
事
務
所
は
本
校
文
庫
内
）
が
設
け
ら
れ
、
各
団
体
か
ら
集

め
ら
れ
た
八
十
数
点
の
作
品
が
中
国
に
送
ら
れ
、
梅
原
龍
三
郎
そ
の
他
が
委
員

と
し
て
上
海
へ
赴
い
た
。
次
い
で
同
年
十
一
月
に
は
や
は
り
上
海
で
日
華
聯
合

絵
画
展
覧
会
が
開
か
れ
、
こ
の
と
き
も
正
木
が
日
本
側
の
代
表
と
し
て
各
団
体

か
ら
の
出
品
（
日
本
画
）
を
と
り
ま
と
め
、
北
浦
が
そ
れ
ら
を
携
え
て
同
地
に

赴
き
、
晨
畝
と
と
も
に
準
備
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
展
覧
会
は
引
き
続
き
大
連
で

も
開
か
れ
た
。
翌
五
年
は
こ
う
し
た
展
覧
会
は
開
か
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
代

わ
り
に
唐
宋
元
明
名
画
展
の
よ
う
な
古
画
の
展
覧
会
を
再
ぴ
開
催
し
よ
う
と
い

う
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

昭
和
六
年
一
月
か
ら

二
月
に
か
け
て
正
木
が

三
度
目
の
渡
支
を
試
み
た
の
は

右
の
計
画
に
つ
い
て
中
国
政
府
の
協
力
を
求
め
る
た
め
で
、
息
子
の
正
木
篤
三

と
渡
辺
晨
畝
が
同
行
し
、
中
国
で
は
本
校
卒
業
生
江
亜
塵
が
案
内
を
つ
と
め
、

上
海
、
杭
州
、
蘇
州
、
南
京
へ
と
要
人
を
尋
ね
、
そ
の
傍
ら
史
跡
や
古
美
術
を

見
学
し
て
回
っ
た
。
途
中
、
各
地
で
画
家
や
学
者
、
本
校
卒
業
生
た
ち
の
大
歓

迎
を
受
け
た
。
同
年
四
、
五
月
、
展
覧
会
は
日
華
古
今
絵
画
展
覧
会
と
銘
打
っ

て
東
京
府
美
術
館
で
開
催
さ
れ
、
次
い
で
大
阪
の
貿
易
館
で
も
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、
帝
室
博
物
館
で
も
こ
れ
と
同
時
に
国
宝
絵
画
特
別
展
覧
会
が
開
か
れ
、

王
一

亭
を
は
じ
め
多
数
の
中
国
人
が
来
日
し
た
。
今
回
出
陳
さ
れ
た
古
画
は

元
、
明
、
清
の
名
画
で
、
旧
清
内
府
や
張
学
良
の
所
蔵
品
、
上
海
の
瀧
莱
臣
所

蔵
の
虚
斎
名
画
録
二
十
巻
な
ど
が
特
に
人
目
を
引
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
年
の

九
月
に
は
満
州
事
変
が
起
こ
り
、
日
中
間
の
政
治
情
勢
が
悪
化
し
て
行
っ
た
た

め
、
次
第
に
日
中
美
術
交
流
運
動
が
存
続
し
得
な
い
情
況
に
陥
っ
た
。

②

校
友
会
月
報
第
三
十
巻
記
念
号

昭
和
六
年
四
月
、
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
三
十
巻
第
一
号
が
一
――

十
巻
記
念
号
と
し
て
発
行
さ
れ
た
。
明
治
三
十
五
年
六
月
創
刊
以
来

三
十

年

間
、
断
絶
す
る
こ
と
な
く
発
行
さ
れ
て
こ
こ
に
至
っ
た
わ
け
だ
が
、
編
集
部
は

こ
れ
を
記
念
し
て
結
城
素
明
の
「
入
学
当
時
以
来
の
回
顧
談
」
と
初
期
の
卒
業

生
た
ち
に
よ
る
「
本
校
創
立
当
時
回
顧
座
談
会
」
の
筆
記
録
お
よ
ぴ
高
屋
肖
哲

の
「
座
談
会
の
後
に
」
を
掲
載
し
た
。
そ
れ
ら
は
草
創
期
の
本
校
を
知
る
た
め

の
良
い
資
料
で
あ
る
。

③

浄
瑠
璃
寺
吉
祥
天
像
の
摸
刻

浄
瑠
璃
寺
の
吉
祥
天
像
と
そ
の
厨
子
は
と
も
に
建
暦
二
年

(
―
ニ

―
二
）
に

造
ら
れ
た
。
厨
子
の
扉
絵
と
壁
板
絵
は
東
京
美
術
学
校
開
校
以
前
に
そ
の
所
有

に
帰
し
、
現
在
本
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
か
つ
て
岡
倉

天
心
は
こ
れ
を
「
孝
謙
帝
の
初
期
に
属
す
べ
き
も
の
」
で
あ
り
、
「
天
平
美
術

衰
兆
を
来
せ
る
時
の
画
」
で
あ
る
と
推
定
し
た

．、（「
日
本
美
術
史
」
『
岡
倉
天
心
全

集
』
第
四
巻
。
昭
和
五
十
五
年
、
平
凡
社
）
。

昭
和
六
年
一
月
、
彫
刻
科
木
彫
部
助
教
授
関
野
聖
雲
は
右
の
吉
祥
天
像
の
復

元
摸
刻
（
本
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
）
を
完
成
さ
せ
た
。

『
東
京
美
術
学
校
校
友

会
月
報
』
第
三
十
巻
第
一
号
に
は
彼
の
摸
刻
報
告
書
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
よ
る
と
、
明
治
時
代
に
本
像
摸
刻
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
た
こ
と
が
あ
り
、

大
正
十
三
年
頃
に
は
高
村
光
雲
が
そ
の
た
め
に
奔
走
し
た
が
実
現
せ
ず
、
昭
和
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に
至
っ
て
漸
く
弟
子
の
聖
雲
が
光
雲
の
寄
附
金
(
3
8
1
頁
参
照
）
と
学
校
か
ら
の
補

助
金
に
よ
っ
て
摸
刻
を
実
現
さ
せ
た
と
い
う
。
彼
は
種
々
準
備
の
末
、
前
年
の

四
月
に
摸
刻
に
着
手
し
、
む
ず
か
し
い
条
件
の
も
と
で
約
十
ヶ
月
か
か
っ
て
完

成
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
は
次
の
よ
う
な
見
解
に
到
達
し
た
。

此
の
吉
詳
天
女
像
に
於
け
る
顔
面
の
肉
附
や
全
證
の
強
さ
は
、
優
美
と
言

ふ
よ
り
も
寧
ろ
高
古
荘
厳
な
感
じ
で
あ
っ
て
、

一
見
是
は
天
平
時
代
の
作
品

で
な
か
ら
う
か
と
思
は
し
め
る
程
で
あ
る
が
、
然
し
製
作
に
営
つ
て
詳
細
に

研
究
し
て
見
る
と
、
此
の
佛
像
は
天
平
の
作
者
が
作
っ
た
も
の
で
は
な
く

て
、
藤
原
時
代
の
作
家
が
天
平
を
狙
つ
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と

が
明
瞭
に
な
っ
た
。

実
際
の
製
作
年
（
建
暦
二
年
）
と
は
ま
だ
大
分
開
き
が
あ
る
も
の
の
、
聖
雲

は
造
像
技
法
を
つ
ぶ
さ
に
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
平
時
代
説
を
覆
し
た
の

で
あ
っ
た
。
彩
色
の
段
階
で
下
地
師
福
田
作
太
郎
、
蒔
絵
師
宇
佐
美
甚
吉
、
仏

師
萩
原
兵
助
（
六
代
目
）
が
手
伝
っ
た
。

な
お
、
厨
子
扉
絵
の
方
は
昭
和
四
十
九
年
に
本
学
の
保
存
技
術
研
究
室
が
摸

写
を
行
い
、
現
在
は
そ
れ
ら
の
摸
写
が
浄
瑠
璃
寺
の
厨
子
に
嵌
込
ま
れ
て
い

る
。④

磯
矢
陽
の
採
用

磯
矢
陽
（
号
、
阿
伎
良
。
大
正
十
五
年
漆
工
科
卒
）
は
昭
和
六
年
五
月
二
十

五
日
付
で
漆
工
科
助
手
に
採
用
さ
れ
た
。
左
記
は
録
音
テ
ー
プ
「
磯
矢
陽

九
六
九
年
六
月
十
三
日
漆
工
科
ゼ
ミ
」
の
抜
粋
で
あ
る
。

私
の
父
方
の
祖
父
が
茶
人
で
あ
っ
た
影
響
で
父
の
完
山
が
本
校
漆
工
科
を

明
治
三
十
年
に
卒
業
、
私
は
幼
い
頃
か
ら
漆
が
生
活
の
中
に
あ
っ
て
、
工
場

で
職
人
が
請
け
負
い
仕
事
を
し
て
い
る
側
で
、
炭
を
持
っ
て
漆
の
仕
事
を
見

様
見
真
似
で
覚
え
た
。
獨
協
中
学
卒
業
の
時
、
貿
易
省
に
月
給
七
十
円
で
行

か
な
い
か
と
言
わ
れ
た
が
、
幼
い
時
か
ら
の
漆
の
匂
い
に
引
か
れ
て
美
術
学

校
へ
入
ろ
う
と
思
っ
た
。
漆
に
或
る
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
、
自
然
と
ひ
た
む

き
に
や
る
よ
う
な
所
が
あ
っ
て
、
何
の
抵
抗
も
な
く
、
自
然
の
環
境
か
ら
漆

の
仕
事
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

〔手
文
庫
力
〕

大
正
末
期
に
は
、
文
庫
の
上
に
松
の
木
を
描
い
た
の
で
は
古
い
の
で
、
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
を
描
け
ば
新
時
代
の
も
の
と
さ
れ
た
。
然
も
そ

れ
が
金
蒔
絵
で
な
く
色
漆
で
や
れ
ば
油
絵
に
も
近
い
よ
う
な
も
の
に
な
っ

た
。
技
法
は
相
変
ら
ず
高
蒔
絵
や
研
出
蒔
絵
で
も
新
し
い
作
風
で
あ
る
。
そ

の
後
段
々
に
変
っ
て
、
卒
業
し
た
大
正
十
五
年
頃
に
は
、
そ
ん
な
こ
と
で
は

い
け
な
い
と
い
う
の
で
ま
ず
立
体
造
形
に
目
を
つ
け
出
し
た
。
し
か
し
、
立

体
造
形
と
い
っ
て
も
何
を
作
る
か
と
な
る
と
、
結
局
松
と
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
ぐ
ら

い
の
違
い
し
か
な
い
の
だ
が
、
書
棚
よ
り
も
レ
コ
ー
ド
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
作

る
と
い
う
考
え
方
に
な
っ
て
き
た
。
自
分
た
ち
と
し
て
は
真
剣
に
先
生
方
に

反
抗
を
示
し
た
積
り
で
あ
る
。
そ
し
て
帝
展
に
レ
コ
ー
ド
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を

出
し
て
落
選
。
そ
れ
で
も
「
俺
の
作
る
も
の
が
わ
か
ら
な
い
の
だ
」
と
意
気
揚

々
と
し
て
い
た
。
平
面
図
形
で
は
構
成
派
が
流
行
っ
た
。
構
成
派
と
は
幾
何

の
構
成
で
丸
や
幾
何
学
模
様
を
組
合
わ
せ
て
い
く
。
オ
プ
ジ
ェ
と
は
違
い
、

用
途
の
あ
る
も
の
、
花
活
け
や
室
内
装
飾
が
青
年
工
芸
家
の
中
に
入
っ
て
き

た
。
自
分
の
経
験
で
は
、
や
っ
て
み
る
と
す
ぐ
で
き
て
し
ま
う
よ
う
に
思

い
、
繰
り
返
し
て
い
る
問
に
つ
ま
ら
な
く
な
り
、
ま
た
具
象
的
な
も
の
（
古
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